
「認知症フレンドリーな錦江町」
づくりプロジェクト

～安心して認知症になれるまちを目指して～

令和７年 1 2月 1 2日 (金 )

錦江町 副町長 有村智明



錦 江 町 の 概 況
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 〇 概 況
 ２００５年に、旧大根占町と旧田代町が合併して誕生

 〇 人 口  6,944人 （2020年国調） ⇒ 6,１３６人 （202５年４月1日現在）

（△８０８人）
 
 〇 高齢化率  

錦江町
（2025.4.1）

６５歳以上 ６４歳以下

４９．１％

※ 県内で第２位の高さ
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〇 認知症の方の人数（２０２５. ４. １）

★  要介護認定を受けている方の中で

 ・ ランクⅠ以上 ４８１人

→ ※ 高齢者の６.２人に１人、町民の１２.８人に１人       

（内訳） 日常生活自立度

 ランク Ⅰ  ７８ 人 → 日常生活はほぼ自立

      Ⅱ ２５３ 人 → 誰かが注意していれば、自立可能

Ⅲ １０５ 人 → 介護が必要

Ⅳ   ４５ 人 → 常に介護が必要

M    ０ 人 → 専門医療が必要

私たちの目標 ： 「認知症フレンドリーな錦江町」

錦   江   町   の   概   況

ランクⅠ～Ⅲ

ランクⅣ以上

日常生活自立度別割合

９０．６％
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× 専門職や家族の声・意見
〇  認知症当事者の声・意見

① 全ての町民さんに認知症や認知症の人に対するこれまでの
イメージを変えていただく！（普及啓発）

② 認知症があっても、少しでも生活しやすく、使いやすいまちに
変えていく！（まちづくり）

 
③ 認知症があっても、やりたいことにチャレンジし、社会や当事者
同士でつながっていける場所・仕組みをつくる！（認知症カフェ）

３ つ の 柱 

「認知症フレンドリーな錦江町」づくりの基本的な考え方

起     点

「認知症フレンドリーな錦江町」づくりって？



こ れ ま で の 取 組 ① （普及啓発） 
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国

本町

認知症サポーター養成講座
支援する人（  支援される人）、応援する人

認知症パートナー養成講座
対等な関係で協力し、

一緒に目標達成を目指す人
「できないことをお手伝いしながら、

同じ地域で一緒に暮らしていく」

① 全ての町民さんに認知症や認知症の人に対する
これまでのイメージを変えていただく （普及啓発）



こ れ ま で の 取 組 ① （普及啓発） 
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① 認知症当事者の声
       （丹野智文さんの講演動画視聴）

② 町の考え方や取組の説明

③ まちづくりへの参画呼びかけ

★ 認知症パートナー養成講座の内容・構成

＋

＋



こ れ ま で の 取 組 ① （普及啓発） 
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庁内キックオフミーティング
 まずは、役場職員から～

町内キックオフミーティング
建設業、金融機関、商店、警察、農業法人、学校、一般町民

など多くの皆さんが参加！

小学生と若年性認知症当事者 丹野智文さんとの交流
毎年、多くの小学生が参加！

出前方式でのパートナー養成講座開催
事業所や地域のサロンに出向いて開催



こ れ ま で の 取 組 ② （まちづくり） 
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② 認知症があっても、少しでも生活しやすく、使いやすい  
まちに変えていく！（まちづくり）

★ オープン・イノベーション
 

       １ × １ × １ ＝ １

１ ×壱 × ONE ＞ １００

〇 認知症フレンドリーコミュニティ推進チーム(チーム あ to HOME)

の立ち上げ

〇 キックオフミーティングやパートナー養成講座の参加者に、
同チームへの参画を呼びかけ



こ れ ま で の 取 組 ② （まちづくり） 
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★  令和 ７年11月末現在の推進チーム員の状況

医療（10）、介護・福祉（8）、学校（1）、金融機関（１）、小売（4）、

青年団（１）、一般町民（10）、町議会議員（5）、公民館長（１）、

自治会長（６）、民生委員（８）、在宅福祉アドバイザー（1）、NPO法人（５）、    

地域おこし協力隊（1）、役場若手職員等（11）、その他（１）
  

計 ７４名

    
オープン

イノベーション
   多様な主体に参画してもらうこと
で、行政だけでは持ちえなかった
「アイディア」「知見」「パワー」
をいただく

公 民 共 創

   公民一体となって、社会課
題の解決をめざす

公民のセクターを
横断した多様な
パートナーシップ
（SDGsターゲット17）



こ れ ま で の 取 組 ② （まちづくり） 
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認知症フレンドリ―事業所
登録事業所

小学生と当事者による「えがおにこにこ調査隊」活動
町内の５つの事業所をまわり、認知症当事者や高齢者が使いやすい

店舗にするための提案を取りまとめ、店長に提言

トランク・ライブラリーの企画・製作
認知症当事者の体験談等を詰めた４つの

トランクが町内を巡回中

認知症フレンドリー事業所の登録制度
現在、介護事業所、物産販売店、NPO、建設会社、
図書館、商店、病院など９事業所が登録

スローレジ
の設置

認知症当
事者をボラ
ンティアとし
て受け入れ



こ れ ま で の 取 組 ② （まちづくり） 
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 ① まずは、錦江町認知症カフェ「ゆうゆうカフェ」の当事者の声を読み解く！

 

 

Our Project 活動



こ れ ま で の 取 組 ② （まちづくり） 
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① 交流事業（場所）の開発

② 交流事業（他・多世代交流）の開発
③ 社会参加の推進

④ 趣味活動の開発

⑤ 外出手段の開発
⑥ 広報活動・サポート活動

② 当事者の声から、「当事者の皆
 さんが、何をしたいのか、共に何
 ができるか」について出し合う。

③ 出された意見を類型ごとに整理し
 たところ、６つのテーマに。

④ ６つのテーマのうち、取り組
 みたいものをそれぞれ選択

⑤ それぞれのチームごとに
 テーマに沿った具体的な取
 組内容を検討 ⑥ ６つのプロジェクトが誕生！

⑦ 「ゆうゆうカフェ」の当事者
の声を直接聞き、各チームの
取組内容をブラッシュアップ！



こ れ ま で の 取 組 ② （まちづくり） 
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Projectの目的 当初のチーム活動

❶ 交流事業（場所）の開発 ① チーム あいま
○ 無人販売所やキッチンカーを活用
した交流拠点づくり

❷ 交流事業（他・多世代交流)
 の開発

② チーム 風は南から
○ 農作物の植付・収穫共同作業等を  
通じた交流機会の確保

❸ 社会参加の推進 ③ チーム プロジェクトX
○ ゆうゆうカフェメンバーの社会参加
推進への挑戦

❹ 趣味活動の開発 ④ チーム なんでもやってみよう会
○ 町内の観光スポット、お花見できる   
場所リストづくり

❺ 外出手段の開発 ⑤ チーム スーパーマン
○ コミュニティバスの路線見直しや
あいのりタクシーの普及啓発等

❻ 広報活動・サポート活動 ⑥ チーム KINKOU少年団
○ ゆうゆうカフェやサロン活動等のPR
活動等

現在のチーム活動

① チーム あいま

② チーム 風は南から

③ チーム いろとりどり（新規）
○ よろっで農園や子ども食堂とコラボし
た障害者・子どもたちとの多世代交流

④ チーム プロジェクトX

→ 解 散

→ 解 散

⑤チーム おでかけパートナー（新規）
〇 高齢者等の買物支援や移動支援

⑥ チーム KINKOU少年団



こ れ ま で の 取 組 ③ （認知症カフェ） 
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   「誰でも参加自由！」と言うと、
    良さそうに見えて・・・

認知症の方のご家族

③ 認知症があっても、やりたいことにチャレンジし、社会や
 当事者同士でつながっていける場所・仕組みをつくる！

（認知症カフェ）

従来の認知症カフェ

オレもボケが
進んできたわ～

痴ほうにだけは
なりたくないねー

こんな雰囲
気では、認知
症のことは話
せないわ・・・

令和３年度～

① 認知症当事者 
とその家族だけ   
を対象とするカ  
フェを開催する 

② 地域のDAYS 
 BLG！のような
 カフェを目指す 

しかも

当事者の
参加なし



こ れ ま で の 取 組 ③ （認知症カフェ） 
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◆ ゆうゆうカフェのキーワード

① 自己選択・自己決定
② 社会貢献や仲間意識の醸成につながる共同作業
③   子どもたちや事業所等との交流

カフェ開設当初（R3年5月～10月）

困り事ややりたいことを話題とするミーティング型

★ カフェのスタイルの変遷＆今後のキーワード

小学校でのボランティア作業以降（R3年1１月～）

「参加」「交流」「仕事」をメインとする活動型

 大根占小学校での共同作業や子供たちとの交流を通じて、

・ 人の役に立つことの喜び（生きがい、やりがい）
・ メンバーさん同士の仲間意識、お互いを思いやる気持ち
が確実に醸成



こ れ ま で の 取 組 ③ （認知症カフェ） 
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小学生との共同作業
若年性認知症当事者 丹野さんとの交流まで終え、「パートナー」の
意味を理解している子どもたちが、当事者の皆さんの作業をサポート

野菜づくり → 育てた野菜を使った料理づくり、野菜販売
カフェの当事者メンバーさん宅の畑をお借りし、野菜を育てる！

・育てる野菜の種類、
・担当する作業内容、
・つくる料理の種類、
・売る野菜の組み合
 わせ・価格など
全て当事者メンバー
さんたちの

自己選択
 ・自己決定！



こ れ ま で の 取 組 ③ （認知症カフェ） 
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    〇 第１・３・５水曜日 ⇒ 従来の「当事者同士でつながるカフェ」

    〇 第 2 ・ 4  水曜日 ⇒ 「社会とつながるカフェ」 ＝ 事業所と連携した有償・無償ボランティア

事業所と連携した「ハタラク」取組

地元のスーパーでの
野菜等の袋詰め・陳
列作業

枝物生産組合でのシキミ
の集荷の準備作業

介護事業所での清掃作業

その日に何に取り組むかは、

自己選択・自己決定！

町民さんから無償提供された
タオルを活用した雑巾づくり

町内の木材加工事業者から無償提供され
た町産材の端材を活用した積み木づくり

Our Projectの
 「プロジェクト✕」
チームとも連携
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有償ボランティア
・

無償ボランティア

錦江町認知症カフェ

「ゆうゆうカフェ」

事 業 所
・

生産組合

ゆうゆうカフェのメンバーさん

支えられる人 支 え る 人

支
援

支
援

「認知症の方を支える」ことにより，
「認知症の方が事業所や生産組合を支える」 側に回る。

時に「支えられる人」、時に「支える人」

＝ 地域共生社会の理念の実践

こ れ ま で の 取 組 ③ （認知症カフェ） 



こ れ ま で の 取 組 ③ （認知症カフェ） 
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カフェ開設当初

★ メンバーさんたちの「声」の変化～

小学生との交流～最近

やりたいこと？
特にないなあ～

どれでも
いいよ～

何でもいいよ
～

ただでいいから、

店員さんにして
ほしい！

２回目の青春
が来て、いい
でした！

カフェで、皆さん
と話すのが生き
がい！

みんなと

やりたいこと
ばかりだ！

こうして集まる
のが楽しい！

今日のカフェでは、
○○をやりたい！

なんやったっけ？
でも、楽しかった！

一生懸命でした！
周りの声も聞こえ
んくらいに～

まだ仕事したかった

けど、時間が来てあっ
という間だった！

この仲間の中
に元気でおれ
てよかった！

いつも１人なんだ
けど、みんなと会
うと、楽しい！



こ れ ま で の 取 組 ③ （認知症カフェ） 
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★ 私たちスタッフの意識の変化～

カフェ開設当初 小学生との交流～最近

課題解決指向

  
    メンバーさんたちの
 生活課題をどうやって  
解決するか？

  メンバーさんたちに、
 どうやって、やりがいや
 生きがいを感じていただ   

くか？

メンバーさんたちの
ために何をやれるか？

メンバーさんたちといっ
しょに何をやれるか？

可能性指向



エ ピ ロ ー  グ

ご清聴ありがとう
ございました～！


